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木造住宅を選ぶとき、価格以外に重視することは？国産材が用いられていること品質・性能が良く、耐久性に優れていること健康に配慮した材料を用いていることリサイクルしやすい環境に配慮した製品が用いられていることその他わからない
多少価格が上がっても検討したい

17%価格が他の木材と同程度であれば検討したい 80%

どんな木材でもよい
3%

木材自体を使いたくない
2%

奈良の木の使用を検討したいか？
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県銘木協同組合の製品買受先内訳県外県内 （奈良の木ブランド課調べ）
買受者160名のうち、70名が愛知県、大阪府、福岡県、東京都などの県外者
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今後、住宅を取得するとしたら、どんな家を選ぶか？
木造住宅（在来工法）木造住宅（在来工法以外）非木造住宅わからない（Ｈ23年度 内閣府調べ）
木造住宅を志向する人は合わせて8割程度にのぼる

1工場当たりの製材工場規模の比較全国 奈良県 奈良県/全国従業員数（人） 5.35 3.85 71.9%製材用動力出力数（ｋｗ） 114.24 51.92 45.4%素材入荷量（千m3/年） 2.75 1.04 37.8%製材品出荷量（千m3/年） 1.58 0.65 41.4%（H24木材需給報告書）
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製材工場の規模別製材品出荷量割合全国奈良県 県内で製材量年1万m3以上は1社、全国では231社、他県では10万m3以上のスーパー工場が5社立地（H24木材需給報告書）

（集成材工業除く）県内の75kw未満の小規模工場は、工場数で80%（全国
64%）、出荷量で
42%（全国12%）
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（農林水産省「木材統計」）

S49年がピークで
557工場
H24年は214工場（対ピーク時 38%)

0

10

20

30

40

50

60

70

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

千円スギの原木単価の推移 全国県内5市場県内3市場 中吉野木材市場、西垣林業など（主に、3村を除く吉野郡、宇陀地域等からの入荷）
（奈良の木ブランド課調べ）
県銘協、吉野連合会、上吉野木協（主に、黒滝村・川上村・東吉野村から入荷）
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円/ha

間伐による素材生産費
（H24素材生産費等調査報告書）
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素材の用途別供給割合 木材チップ用合板用製材用全国 奈良県 （H24木材需給報告書）
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所有者数 面積
在村・不在村別の森林所有の形態不在村在村

（林業振興課調べ）
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